
4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉

100�

75�

50�

25�

0�
4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉

100�

75�

50�

25�

0�

単月毎病床稼働率

地域包括ケア病床当院実績
（集計期間：令和3年4月～9月）

　さて、当院は一昨年前に田上心臓リハビリテーション病院に名称を変更し、これまで以
上に心臓リハビリに力を入れているところです。現在週に1回の症例検討会、心疾患や生活
習慣病の勉強会を医師、看護師、理学療法士、医事課、臨床検査技師、社会福祉士の多職
種間で行い、多方面から様々な意見の元、レベルアップはもちろんの事、患者様の情報交
換、退院後のフォローの仕方等ディスカッションして取り組んでいます。これまで以上に
当院スタッフ一同、患者様の社会復帰や疾病の改善・予防に一丸となって取り組み、期待
に応えようと思っております。今年もどうぞよろしくお願いいたします。

新年のご挨拶

田上心臓リハビリテーション病院情報誌　
発行：広報部　　　文責：大嶋　秀一
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田上心臓リハビリテーション病院

理事長 田上　貴一

　明けましておめでとうございます。昨年もコロナ、コロナでうんざりする1年となりましたがようやく落ち着きつつ
あります。ただ昨年末から新種の変異株が出現し、今後はコロナとの共存が重要であると思います。当院はこれまで
通り感染対策として3本柱(マスク着用、換気、手洗い)を徹底継続してまいりたいと思っています。
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退院者の退院先

退院者の紹介元

在宅復帰率

※その他内訳

 武蔵ヶ丘病院

 熊本⾚⼗字病院など
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　当院の地域包括ケア病床は始まったばかりで、未熟さや脆弱さも
例外なく備えておりますがこの病床の持つ、ポストアキュート、サ
ブアキュート、レスパイト、3つの支柱機能を今後も遺憾なく発揮
し、この機能が他院様からの信頼と、地域の皆様の安心感に繋がる
ような形に成長していくことが出来ればと考えております。

新年もどうぞ、宜しくお願い申し上げます。

　当院地域包括ケア病床がスタートしたのが令和3年4月1日からでした。まだ1年を経過しておらず過去データ
との比較対象は叶いませんが、在宅復帰率に関しましては低値となった単月を除きある程度、病床機能を果た
し、施設基準を十分に満たす結果となったと判断しております。
※低値となった原因は、急変に伴う急性期への転院と退院困難と判断され当院療養への転出を余儀なくされた為
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〒860-0842
熊本市中央区南千反畑町10-3
TEL:096-354-5885　FAX:096-354-5889
E-mail:info-tanoue@orion.ocn.ne.jp
HP:tanoue-heart-reha.com

∼編集後記∼

⼼
⼤
⾎
管
Ⅰ
�

呼
吸
器
Ⅰ

廃
⽤
症
候
群
Ⅲ

運
動
器
Ⅲ

脳
⾎
管
Ⅲ

6,000�

4,000�

2,000�

0�

診療時間
　■月～金曜日/9:00 – 17:30 　昼休み 12:00 – 12:30
　■土曜日 /9:00 – 12:00   土曜日の受付は12:00 迄
　　※心療内科は田上理事長診察日（火・水・木）での対応
　■休診日 /日曜日・祝日・土曜日午後　
　　※急患はこの限りではありません。来院前にお電話ください。

「人生にゴルフがある幸せ」

リハビリテーション当院実績
（集計期間：令和3年1月～12月）
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QRコード

疾患別リハビリ
割合

心リハ対象疾患
割合

疾患別リハビリ
 割合

心リハ対象疾患
割合

5335�����829�������622�������586������166
�

〇疾患別リハビリ件数(全体)

・心不全療養指導士　3名合格
・心臓リハビリテーション指導士　2名合格（当院の有資格者は計７名）
・日本心臓リハビリテーション学会　第7回九州支部地方学会(令和3年11月6～７日) 演題発表
　演題：「連携パスを使用した心臓術後の心臓リハビリテーションの試みと今後の課題」　
                                                                                                                    　　　　演者：那須　信久（Web発表）
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〇入院

〇外来

〇その他

前年と比較して
・入院、外来の合計件数は898件増加した
・入院では心大血管疾患Ⅰが1087件増加した
・外来では心大血管疾患Ⅰが103件減少した

※コロナ感染症予防による外来閉鎖期間が令和2年は22　
　日に対して、令和3年は119日であったことが起因し
　ていると考える。
　

　今後も件数だけに捉われずに、より質の高いリ
ハビリテーションを提供するために資格試験や学
会発表などにも取り組んでまいります。

リハビリテーション科： 那須　信久


